
契約年月日 令和8年3月24日

契約業者名 株式会社大本組九州支店

契約業者の住所 福岡市中央区大名２丁目２番７号　大名センタービル

工事の名称

工事場所

工事種別 港湾土木工事

工事概要 別紙のとおり

工期（自） 令和8年3月24日

工期（至） 令和9年3月12日

契約金額 463,199,000 円　（税込み）

契約の内容

令和7年度北九州港(西海岸地区)岸壁(-11m)(改良)工事 (第2次)

北九州港西海岸地区



１．　工事概要

２．　施工場所
北九州港西海岸地区

３．　工　　　期

４．　管理用基準
基準面：北九州港門司検潮所基準面上（＋）1.12mを零位とする。
基準点：監督職員の指示による。

５．　工事内容

岸壁（-11m）(改良)
　共通工

標識管理 標識灯（C-1型灯火） 貸与物件
標識柱 貸与物件

標識灯撤去 標識灯（C-1型灯火） 貸与物件
標識灯設置 標識灯（C-1型灯火） 貸与物件
標識柱設置 貸与物件
汚濁防止膜設置・管理・撤去

【4BL】
　構造物撤去工

上部工撤去 無筋コンクリート
アスファルト舗装撤去

　本体工
かき落とし
さや管① 被覆防食45m2
さや管② 被覆防食9m2
さや管③ 被覆防食56m2
さや管④ 被覆防食56m2
仮受工
杭頭結合
中詰めコンクリート

　・「主任（監理）技術者等未経験の技術者を配置」「快適な職場環境の整備」及び「担い手育成活動を実施」につい
て評価する工事であり、実施した場合には工事成績評定の加点を行う。

基 3

　・工事検査時（完成・既済部分等）を対象に、書類検査に必要な書類を限定し、工事検査の時間短縮や受注者の
説明用資料作成の省略により、検査の効率化を進めるとともに、受発注者の負担軽減を図ることを目的とした「検
査書類限定型試行工事」の対象工事である。

　・港湾工事関係書類スリム化の手引きを活用して、工事関係書類を必要最小限に簡素化に取り組む対象工事で
ある。

規格・形状寸法 単位

　・休日の確保を評価する「休日確保評価型」の試行工事である。
　・「労務費見積り尊重宣言」による下請け企業へ労務費の内訳明示した見積書提出を求める試行工事である。

　・工事期間中の直近3カ年の真夏日の日数に応じて、熱中症対策に資する現場管理費の補正をあらかじめ行う試
行工事である。

　本工事は、北九州港(西海岸地区)岸壁(-11m)(改良)の共通工、構造物撤去工、本体工、上部工、付属工を施工す
るものである。

　・施工能力評価型（施工体制確認型） 総合評価落札方式の試行工事及び契約締結後に施工方法等の提案を受
付ける契約後VE方式の試行工事である。

　なお、本工事については、以下に示す試行等の対象工事である。

SKK490 φ1300×t=14 L=12.90m

4

基

　・建設キャリアアップシステム（以下「ＣＣＵＳ」という）の普及促進を図るＣＣＵＳ活用モデル工事である。

土留上部工

　・工程上一定の区切りと認められる時点で、主任技術者又は監理技術者（以下、「配置予定技術者」という。）の途
中交代を認める試行工事である。

　・従業員給料手当等に関する試行工事である。

契約締結日から令和9年3月12日とする。
なお、工期は、土曜日、日曜日、祝日、夏期休暇及び年末年始休暇を休日として設定している。
また、工期の設定にあたっては、猛暑日日数12日を考慮している。
上記で見込んだ日数以上の猛暑日が確認された場合、監督職員と協議の上、工期延伸ができるものとする。

工　種　名　称 数量

基 1
1

　・本工事は、契約変更手続きの透明性を確保するため、契約変更前に必要に応じて第三者による適正性をチェッ
クする試行工事である。

基

基

摘　　要
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m 80

m 21

SKK400 φ1300×t=13 L=11.25m

m2

SKK400 φ1300×t=13 L=10.25m

水中不分離性モルタル(24N/mm2) m3 69

式

447

47

SKK490 φ1300×t=14 L=13.75m 本 4
m2

本 5
本 5

1
式 1

本 1

　・本工事は、受注者の協力の下、下請業者への賃金の支払いや適正な労働時間確保に関し、賃金・労働時間・労
務費の実態を調査する試行工事（受注者希望方式）である。
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　上部工

上部コンクリート① 24N/mm2

上部コンクリート② 18N/mm2
渡版① コンクリート 24N/mm2
渡版② グレーチング

　付属工
係船柱取付 曲柱1,000kN型 塗装2m2
縁金物取付
防舷材(埋込栓設置)
防舷材取付

　　<電気防食>

流電陽極式 3.5A-50年型
電位測定装置設置

【5BL】
　構造物撤去工

上部工撤去
既設鋼管杭切断① φ1,000×t=12
既設鋼管杭切断② φ1,000×t=14
既設鋼管杭切断③ φ1,000×t=16
係船柱撤去 曲柱700kN型
防舷材撤去
渡版撤去① ｺﾝｸﾘｰﾄ3,240×1,830×450

渡版撤去② ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋2,000×1,430

６．　支給材料及び貸与物件
　６－１　貸与物件

７．　工事仕様
　７－１　総　則

（１）

　７－２　共通工

（１）

１）

２）

（２） 汚濁防止膜設置・管理・撤去

１）

1

枚 4
枚 8

基

桟橋上部工
ｍ 21 土留上部工
ｍ 21

貸与物件引渡場所

21

個所 1

ｍ
600H×1500L 基 2

1
基 1
枚 4

貸与物件返還場所

令和8年3月下旬 令和9年3月中旬

貸与物件返還場所

品　　名

令和8年3月下旬 令和9年3月中旬
標識灯

C-1型灯火、
SS400鋼板製架台

基 4
貸与物件引渡場所

引渡時期 返還時期
品質・規格 単位 数量

引渡場所 返還場所

本特記仕様書に定めのない事項については、「港湾工事共通仕様書」（国土交通省港湾局 令和7年3月）の定め
によるものとする。なお、共通仕様書の改訂により実施内容に変更が生じた場合は、監督職員と協議し、実施する
ものとする。

標識管理

工事期間中は、別添図に示す標識を管理する。

仮設フェンス H型鋼製　46m 式 1
貸与物件引渡場所 貸与物件返還場所

令和8年3月下旬 令和9年3月中旬

工事車両進
入口ゲート

NKハイキャス
ターゲート11m

基 2
貸与物件引渡場所 貸与物件返還場所

令和8年3月下旬 令和9年3月中旬

4ブロックの標識灯は、施工に先立ち撤去するものとする。なお標識灯は、施工完了後に、別添図に示す位置を設
置することを想定しているが現地の状況により設計図書と相違が生じた場合は、監督職員と別途協議するものとす
る。

標識柱 SS400鋼板製 基 3

摘　　要

600H×1500L

基 2600H×1500L

個 53

BL 1 桟橋上部工

枚 4

箇所 5
箇所 5
箇所 5
基

工事周辺海域汚濁防止のため、工事期間中は、別添図に示す位置に汚濁防止膜を設置・管理し、工事完了後撤去
する。

※内3基は現
地着手後すぐ
に撤去
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